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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

政
策
提
言

そ
の
他

研修会に参加しました

　

群
馬
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

令
和
元
年
11
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県
市
町
村
会
館

　

新
し
い
広
報
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
ス
タ
ー
ト
直
後
、
最
初
の
研
修
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
広
報
紙
制
作
の
ス
キ
ル
ポ
イ

ン
ト
」と「
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」で
し
た
。

　

内
容
は
「
広
報
紙
の
制
作
に
当
た
っ
て
」

「
広
報
紙
の
編
集
の
ポ
イ
ン
ト
」「
ア
イ
サ
ツ

の
法
則
を
用
い
て
、
紙
面
の
編
集
及
び
表

現
を
確
認
す
る
」「
今
後
の
広
報
活
動
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
」
の
4
項
目
で
し
た
。

　
「
住
民
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
紙
面

編
集
の
工
夫
は
で
き
て
い
る
か
」「
住
民
参

加
の
紙
面
企
画
は
あ
る
か
」
等
、
具
体
的

事
例
を
挙
げ
て
の
話
も
あ
り
、
貴
重
な
時

間
で
し
た
。

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

令
和
元
年
９
月
24
日
（
火
）

　
　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ・サ
ボ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
）

本
年
度
の
テ
ー
マ

①
「
読
者
目
線
で
親
切
な
広
報
紙
を
つ
く
る

に
は 

〜
手
に
取
ら
れ
、
読
ま
れ
、
行
動
に

結
び
つ
け
る
に
は
〜
」

②
「
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
」

① 

講
師
は
月
刊
紙
の
現
役
の
編
集
長
で
あ
り
、
豊

富
な
経
験
に
基
づ
き
「
広
報
紙
の
発
行
目
的
は

〝
住
民
と
議
会
と
の
良
好
な
関
係
づ
く
り
〞
で
あ

り
、
住
民
が
、
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
、
議
会
に

参
加
し
、
議
会
と
と
も
に
よ
り
よ
い
地
域
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　

著
書
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
等
で
有
名
な
ピ
ー

タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
言
葉
を
引
用
し
て
の
具
体

的
な
話
も
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
も
の
で
し
た
。

② 
講
師
は
、
日
刊
新
聞
紙
の
編
集
・
校
閲
に
関
わ
っ

て
い
る
文
章
の
プ
ロ
で
し
た
。「
わ
か
り
や
す
い

文
章
の
基
本
」
と
し
て
、
実
際
の
文
章
を
検
証

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
両
テ
ー
マ
と
も
、
広
報
特
別
委
員
と
し
て
、
関

心
の
高
い
も
の
で
真
剣
に
受
講
し
ま
し
た
。
途
中

で
何
度
も
「
そ
う
そ
う
！
」「
な
る
ほ
ど
！
」
と

相
づ
ち
を
打
ち
な
が
ら
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

群
馬
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

令
和
元
年
10
月
25
日
（
金
）  

吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー

「
新
時
代
の
自
治
体
議
会
の
姿
」

      
東
京
大
学
名
誉
教
授　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

彌
氏

　
「
議
会
は
、
地
域
の
将
来
は
自
分
た
ち
で
選
び

と
っ
て
い
く
と
い
う
、
分
権
的
な
発
想
の
拠
点
に
な

る
必
要
が
あ
る
。
議
員
の
個
別
事
情
、
期
数
や
会

派
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
合
議
体
と
し
て
、
地
域

の
将
来
に
責
任
を
と
る
と
い
う
一
点
で
、
議
会
の
意

思
と
し
て
意
見
や
議
論
を
集
約
す
る
べ
き
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
我
々
も
自
由
闊
達
に
意
見
を
交
わ

し
、
議
論
す
る
議
会
で
あ
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

「
人
生
に
効
く
脳
科
学　

〜
脳
が
創
り
出
す

男
女
の
ミ
ゾ
、
人
生
の
波
」

      （
株
）
感
性
リ
サ
ー
チ
代
表
取
締
役　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
川
伊
保
子
氏

　
「
人
工
知
能
と
ヒ
ト
の
対
話
を
設
計
し
て
い
た

ら
、
男
女
が
好
む
対
話
モ
デ
ル
が
全
く
違
い
、
相

い
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
男
女
は
、
人
生
に
必

要
な
感
性
を
真
っ
二
つ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

脳
に
搭
載
さ
れ
た
ペ
ア
の
装
置
で
あ
り
、
い
ら
つ

き
合
い
、む
か
つ
き
合
う
こ
と
で
、最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
組
み
合
せ
で
あ
る
。
ま
た
、

脳
の
機
能
は
50
代
半
ば
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
物

忘
れ
は
老
化
で
は
な
く
進
化
」
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。

聴く力・話す力の向上につなげたい

ヒントをたくさんもらった実りある研修

ＯＮＥ ＴＥＡＭでベストな広報紙を目指す


